
高速度しゃ断法機階部の原理閃

高速度しゃ断言語保持機椛には，電磁式のものと，機械式のも

のとがあるが，電磁式の代表的なもののJ!jt理は閃のとおりであ

る。すなわち投入状態においては， 保持ï[ rntによ っ て励磁され

る保磁電磁石により，開路ばねにtfl して主級触部を閉路してい

るが，主同路電流が一定方向で一定の 4特定仰をこえると，引き

はずしコイルによ っ て保持起磁力を打ち消して後触部を開放す

る。引きはずしコイノレと故列に誘導分路を設けておけば， 主回

路電IAtが急即1するときには，引きはずしコイルに流れる電流の

割合を大きくして，動作{出を下げることができる。 7li流ヵ;0 か

ら急激に士首加lする場合主，漸増する場合との動{'Pil((の比率を遷

択率 とし、う。

現夜変電所で用いられる高速度しゃ断然のしゃ断谷最は，

1 ， 500V，短絡電Ikt:の最終推定値 50KA ， 電流突進本 3X 1ぴA/S

の伺路をしゃ断することができる。(侃村 〈子良彦)

ちょくりゅうでんききかんし伊 直流電気後関車 (新形

の) 戦後まもなく製作された標準形の直流電気機関市は， 旅

客用 EF58 形と貨物用 EF15 形および EH10 形の 3 純獄で，約

10 年にわたって製作されたが， 昭和 33 年ごろより従米の構造

にとらわれない最近の進歩した技術を全両的にとり入れた ED

60, EF60 ・ 61 ・ 62 - 65 が順次誕うしてきた。 ここ ではこれら

の形式について述べる。

これらの形式は，すべて台車防迭 と してポギ一台車を使用し，

主電動機の高速軽盈化，動力伝達公」院の改善，車体 I!-j 機i!íiのプ

ロック化等により，機関車の軽量化，近代化等をはかっている。

CED60 形・ ED6l 形電気後関車〕

この機関車は，ill!幹線用に使用されている老朽機関車の位換

え用として昭和 33 年にまず ED60 形 (写真 1) 3 肝心電力団生

プレ ー キを取り付けた ED61 形 2 両計 5 附が製作され，現在ED

60 形 8 同と ED61 形 18 両が中央線および阪和紙iにおいて使用

されている。

写真 1 ED60 形電気後関車

この機関車の設計に当たっては，交流電気機関車の製作によ

り発達した新技術をとり入れており，めぼしい点をあげると次

のとおりである。

(1) 主電動機は，小形軽量，高速回転，大出力で台車装荷式

ちょくりゅう

であり，単位重量当りの出力は，従来のものに比べて約 2 倍に

なっている。

(2) 動力伝達装置には，タイル方式を採用している。

(3) 粘着性能を改善するため，機械的電気的な手段を講じて

し、る。

(4) 車体内の設置をプロック式にして取り付けている。

(5) 台車輸箱を防振ゴムで支持し，しゅう動部分を全廃して

L 、る。

(6) .重連総指祐IJ御装置を付加しており， ED61 形は回生プ

レーキに際しでも総括制御運転が可能である。

l 主要諸i元

用途 客貨両用

運転懲備重量 ED60 形 56 t 

ED61 形 60 t 

軸I'iGft~t. B-B 
軸重 ED60 形 14 t 

ED61 形 15 t 

車輪{圭 1, 120mm 

機関車性能(架線電圧 1 ， 500V のとき)

1 時間定協 U:~ カ 1, 560 KW 

連続定絡出力 1, 410KW 

1 時間定絡引張力(全界磁) 12, 8ookg 

1 時間定紡速度(全界磁) 44.7km/h 

最高運転速度 90km/h 

動力伝達矢位

方式

掬車比

l 段歯車減速タ イル式

15: 82(M=10) 

主電動機

形式

l 時間定的 U\ カ

l 時間定 111電!E

1 時間定怖電流

MT49 

1 時間定紡同転数(全界磁)

~M御災直

4 個

400KW 

750V 

575A 

1, 2oo rpm 

方式 w，(:立ス イッチ式非自動制御， 2 雨量

述総括制御，直並列 2 段制御，短絡

渡り，分路弱め界磁制御 (40% 界磁)

制御電庄 直流 100V

台 市 DT106形(揺れまくら式 2 軸ポギ一 台車)

閃ー 1 EF58 形 と EF60 形電気機関車の性能比較
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表- 1 400 t 列車けん引時の均衡速度 (単位 km/h)

界磁こ三:1 0 10 i 20 25 

全界磁 I 79 56 47 
40 % 界磁 I (104) I 79.5 I 

44 

2 主要電動機と機関車の性能
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